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日本赤十字社 
ユースボランティア 

の活性化
の実現のため、私たちは 

世界のユースと日本のユースのパイプ役を務め、 
全国の日赤ユースと協力しながら 

日赤ユースの課題解決に向けて活動を行います

01      赤十字ユース委員会の概要

O U R   M I S S I O N

赤十字ユース委員会は、日本の赤十字ボランティアの活性化を

目的に、2016年8月に設立されました。 

2009年のユース宣言*を契機に、ユースの赤十字運動への参画

促進の機運が世界中で高まりました。2013年以降の国際赤十

字・赤新月社連盟総会には、各社ユースの出席枠が設けられ、

組織の意思決定に参加するだけでなく、また「ユースの活動参

画に関する戦略（Youth Engagement Strategy、通称YES）」

が総会にて承認されたことで、ますます若いボランティアへの

関心が高まりました。 

そうした世界的な流れを受け、日本国内でも若いボランティア

の赤十字運動への参画促進が行われるようになります。

これまで職員主体で企画・運営されていたイベントや事業に、

ボランティアが関わった事例も見られるようになりました。ま

た「常任理事会」「全国支部事務局長会議」「支部担当者会議」

といった会議にて、ユースを取り巻く状況について報告し、さ

らにユースの声・想いを直接伝える機会も作られるようになり

ました。日本国内のユースボランティアに関心が高まると同時

に、私たちを取り巻く環境の課題も明らかになりました。また

世界のユースとのパイプの弱さも課題として捉えられるように

なります。そうした国内の課題やボランティア間のニーズに対

応したチームを設立する必要性が高まったことが「赤十字ユー

ス委員会」の立ち上げの始まりでした。

*ユース宣言…赤十字誕生のきっかけとなったソルフェリーノの戦いから150年を記念して、イタリア・ソルフェリーノに世界149ヶ国の赤十字・ 
　　　　　　 赤新月社から約500人のユースが一堂に会し、世界ユース会議が開催された。会議の締めくくりとして、「ユースが地域社会をより 
                     よくするために取り組むこと」と「各国赤十字・赤新月社や国際社会からの理解や支援を求めること」をユースが宣言したもの
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guideline

活動指針 

「ユースの活動参画に関する戦略　　 
Youth EngagementStrategy (Y.E.S) 」

活動の指針として

を取り上げ、その実現を目指しています

2013年に国際赤十字・赤新月社連盟総会にて承認

された本戦略には3つの柱（１ボランティアとして

のユース、２リーダーとしてのユース、３受益者と

してのユース）にそれぞれ項目が並んでいます。そ

れらを実現することで、ユースが活性化されると言

われており、本戦略は世界中で方針づくりの礎とし

て位置付けられはじめています。

policy

活動方針 

ボランティアと職員の協働により、 

「改善」だけでなく 
「良いイノベーション」を起こしていく

その実現のために、会議や活動はボランティア・

職員が協働し行っています。両者が「想い」「意

見」「アイデア」を持ち、分かち合い、良い変化

を起こすことを日頃から意識しています。 

また活動の成果として「課題が解決される」「改

善される」に留まらず、ボランティア活性化に向

けた前向きな変革を目指しています。

projects

活動内容 
2019年度は、5つのプロジェクトを軸に活動を行いました。 

メンバーは１～２つのプロジェクトの主担当として活動を行います。

東アジアユースネットワーク／PoA推進

ユースポリシー

研修

協議会

「あゆみ」／情報共有

日本赤十字社のウェブサイトにある青年赤十字奉仕団紹介ページ 
「あゆみ」*では、各都道府県の青年赤十字奉仕団が活動の紹介を
行なっています。この「あゆみ」のページへのアクセスのしづらさ
や情報が古いこと、活用状況などを踏まえ、更新に向けて取り組ん
でいます。また日赤ユースの活動の情報共有という切り口からも協
議を行なっています。*（参考）http://www.jrc.or.jp/volunteer/activity/

日赤ユースへの研修の現状を踏まえ、ボランティアにとっての効果
的な教育の場について検討を行います。そのため、2019年度は国
内の現状把握のためのアンケート調査を実施。またインターネッ
トを活用した「リモート研修」を試行的に実施しました。

前年度に引き続き、青年赤十字奉仕団全国協議会（以降「全国協
議会」に参加。事前準備の支援や、当日は書記や進行支援として出
席しました。全国協議会開催後も、各地でのブロック協議会への参
加、また全協委員とのやりとりを通じて、日赤ユースの協議の場を
よりよくするための活動を実施。

「ユースポリシー」とは、若者が活発に活動できる環境づくりを目
的として、若者の果たす役割や指針、各国赤十字・赤新月社への要
求事項をまとめた国際的な文書です。2017年の国際赤十字・赤新月
社連盟総会にて改訂版が承認されて以降、各国赤十字・赤新月社
は、自国の状況に即した独自の「ユースポリシー」を策定していま
す。日本赤十字社では、「青年赤十字奉仕団活動の今後の強化策に
ついて」(2008年)(以降「青奉強化策」)をもとに、今日の日赤ユー
スの現状を踏まえて改定する方針です。現状調査のためのアンケー
トは実施済み。

各国赤十字・赤新月社のユースは、地域毎にユースネットワークを構
築し、地域内でのコミュニケーションを促進し、共通課題に対しての
企画・実施を行っています。日赤ユースは、東アジアユースネットワー
ク(East Asia Youth Network、以降「EAYN」)に所属しています。EAYN
では毎年会議を行い、2年単位で実施計画書(Plan of Action、以降
「PoA」)を作成し、地域として活動を行います。これまで、各赤十字
社ユースボランティアの活動紹介の配信「RED TALK*」や、ソーシャ
ルメディアキャンペーンの促進、といった活動を実施。

*（参考）https://www.youtube.com/watch?v=8BVzIxqxHvI&feature=youtu.be
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東アジアユー
スネットワー
ク／PoA推進 

東アジアユースネット
ワークの活動計画書
（PoA -Plan of Action）
の日本国内での推進

概　要

ユース 
ポリシー 

2018年度に実施した調
査、「青奉強化策」を
ベースに、日本赤十字社
ユースの「ユースポリ
シー」を策定する

概　要

協議会 
全協委員、ブロック委員
とのやりとりを通じ、協
議のサポートを行う他、
より良い場となるよう協
議・支援する

概　要

研　修 
国内の研修の状況を把握
し、ボランティアにとっ
て効果的な教育の場につ
いて検討する

概　要

「あゆみ」 
／情報共有 

日本赤十字社のウェブサイ
トにある青年赤十字奉仕団
紹介ページ「あゆみ」の在
り方について検討をし、よ
りよい情報共有の場を検
討・構築する

概　要

2019年度の主な活動・イベント

● 東アジアユースネットワーク会議他国際会議への出席 

● モンゴル赤十字社でのユースキャンプ準備委員会への参加 

● 国際赤十字・赤新月社連盟からの調査依頼の対応 

● ユースの運動参画状況調査ツールの試験実施 

● ソーシャルメディアキャンペーンの実施

● アンケート調査結果の分析 

● 「青奉強化策」の読み合わせおよび、 

　 アンケート結果を踏まえた改定方針の検討 

● グローバルなユースポリシー策定状況と事例共有

● 全国協議会への出席、事前準備の支援 

● 各ブロック協議会への参加、委員会活動報告の実施 

● 全国協議会ウェブ会議への出席 

● 全協委員との協働、共通課題に関する取り組み、 

　 2020年度全国協議会へ向けた準備・支援

● 日本国内の研修状況に関するアンケートの実施 

● アンケート結果の分析 

● 赤十字ボランティアリーダー研修会への 

　 研修スタッフとしての参加 

● リモート研修*の企画・実施 
*リモート研修：遠方の拠点をインターネットで結び、音声・画面を通して研修を行う仕組み。 

　　　　　　　 今年度は献血活動を切り口に、ユース同士で学び合いの場づくりを行なった。

● 「あゆみ」の課題整理 

● 「あゆみ」の記載事項、フォーマット作成 

● ユースの情報共有、情報発信に関する課題整理

02      2019年度のプロジェクト概要及び主な活動内容
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new!new!

香川
大阪

三重
愛知

栃木

福島

神奈川

03      メンバー

赤十字ユース委員会には、 

全国から集まった約10名の 

メンバーで構成されています

よくある質問

Q 応募の条件はありますか？ 任期はありますか？
ミーティングはどのように 
行なっていますか？Q Q

奉仕団等での赤十字ボランティアとし
ての活動歴が１年以上あり、今後も活
動意思のあるユースボランティアを募
集しています。 
ユース委員それぞれ、各地域の奉仕団
活動に参加した上で、委員としての活
動を行なっています。 
また学生、社会人が混ざり、それぞれ
の生活のペースを尊重しながら協力し
てプロジェクトを推進しています。 
※詳細は募集要項をご確認ください

1年間です。 
毎年、年度が変わるタイミングで継
続意思の確認をしますので、継続を
希望するメンバーは次年度にも活動
に参加できます。在籍人数が限られ
ているため、責任感を持って参加し
ていただける方を募集しています。

facebookを活用してオンライン会
議を行なっています。また普段のコ
ミュニケーションはfacebook、資
料の共有や整理はgoogleを活用して
います。 
2019年度は毎月のオンライン会議
を第3週木曜日20:00～行いまし
た。本社でのface to face meeting
は2回（4月・1月）開催しました。

2019年度末時点
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大学時代の4年間、学生献血推進協議会での活動に参加してい
ました。リーダーを務めたこともあり、中国四国学生献血推進
協議会の会議や全国会議に参加し、若年層の献血者数の増加を
目指し活動しました。そんな大学時代、他県への視察をした経
験を通じて、広い視野で物事を見ることや、同じ活動をしてい
るメンバーと定期的に意見を交わすことなど、大事なことを多
く学びました。現在私は青年赤十字奉仕団に入り、会社員とし
て働き始めたところですが、職員さんに教えてもらいユース委
員会のことを知りました。「きっとまた視野を拡げる機会にな
る」と思い、応募しました。

協議会チームでは、全協にまつわることや全協委員さんとのや
りとりを主として行っています。全協を円滑に進めるサポート
しています。マネジメントチームでは、ユース委員会の会議での
書記や資料整理 等を行っています。

各国のユースの現状を知ることができることや、全国協議会の
動向や課題を掴めることなど、普段気づかないことが多くあり
ます。様々な課題をみんなで議論をしながら、形を作りなが
ら、物事を進めていける。これは、ユース委員会に所属して良
かったことだと思います。 
社会人として働きながらの両立は時に大変なこともあります
が、わからないことは教えてくれたり、サポートしてくれたり
するメンバーが揃っているので、とても心強く助かっていま
す。ユース委員会の他チームとの連携も強めていくことで、さ
らに理解を深めていきたいです。また、ユース委員会で学んだ
ことを自県に持ち帰り、1番身近な青奉でも活かしていきたいと
思っています。

SumireTakahiro

国際交流事業に参加して海外のユースが取り組む活動について知
ることができたこと、またブロック協議会に派遣されたユース委
員から活動について教えてもらったことがきっかけです。 
海外の赤十字活動のうち、優れた成果のある活動に注目し、日本
に適した形で取り入れることでユースの活動に貢献したいと考え
たからです。例えば、日本のユースの間では、リクルートなどの
課題が長年に渡って議論されています。しかし、これらの問題は
十分には解決されておらず、日本の奉仕団活動に対する課題と
なっています。その中で、海外における取り組みのアイデアを取
り入れることにより、日本の課題に対する解決の糸口が存在する
のではないかと考えています。

日赤ユースの活性化のために、様々な課題に取り組み、貢献できる
ことです。例えばあゆみプロジェクトでは、リクルートやユース間
の交流促進などを目的として、あゆみの更新や情報共有について取
り組んでいます。ユース委員としての活動によって生まれた成果
が、今後のユースの方々の活動に生かされることがより強く実感で
きました。今後は、スピード感と自分なりのアイデアを持って、よ
り積極的に活動できるようなボランティアになりたいと思っていま
す。ユース委員の活動を取り巻く環境やプロジェクトの進捗状況が
日々変化するため、それに対応して素早く行動することが重要とな
ります。また、少人数で活動しているからこそ、各人のアイデアや
行動力が結果に直結します。そのため、これらの点を常に意識して
活動できるよう、努力していきたいと思います。

香川県青年赤十字奉仕団所属 愛知県青年赤十字奉仕団所属

01 赤十字ユース委員会に応募するきっかけや、応募理由は？

02 赤十字ユース委員として行なっている活動は？

PoA推進チームでは、東アジア地域の実施計画やグローバルな
キャンペーン企画の国内での実施に携わっています。またあゆみ
プロジェクトでも社とのコミュニケーションをとりつつ、企画を
進めています。

03 赤十字ユース委員としての活動する面白さは？今後の目標は？

2019年度に新たにユース委員となった2人へのインタビュー
04
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